
防御フェンス、金網、防鳥ネット等の点検修理！ 

 ・防鳥ネットを下までしっかり張ること。 

 ・壁や扉の隙間や穴があれば、埋めること。 

 ・こぼれた餌等ないよういつも清潔にすること。 

家 畜 衛 生 情 報 

山口県でも高病原性鳥インフルエンザ
（Ｈ５亜型） 確認 

飛騨家畜保健衛生所 
ＴＥＬ（０５７７）３３－１１１１  ＦＡＸ３２－９０１９ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ｃ２４５０８＠ｐｒｅｆ．ｇｉｆｕ．ｌｇ．ｊｐ 

http://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo-koyo/nogyo/kachikueisei/hidakaho/ 

１．農場の概要 
  山口県長門市（ながとし）日置中（へきなか）の肉用種鶏 約37,000羽を飼養  
２．経緯 
  （１）29日 死亡鶏増加等の通報を受け、山口県は当該農場に対し移動自粛を 
        要請するとともに立入検査を実施 
  （２）インフルエンザ簡易検査で陽性、遺伝子検査でＨ５亜型を確認 
３．防疫措置 
  （１）当該農場の家きんの と殺 及び 埋却／焼却 
  （２）半径３ｋｍ以内の移動制限、半径３～１０ｋｍ以内の搬出制限設定 
  （３）速やかな発生状況調査、農場周辺の消毒強化、消毒ポイント設置 等 

※過去２１日間の平均死亡率の２倍を超える死亡があった場合等、異状
を発見した場合には、すぐに家畜保健衛生所（飛騨総合庁舎  電話 
0577-33-1111）まで連絡してください。 

 ※平日時間外（午前8時30分～午後5時15分以外）や休日の電話に対しては、 

「電話交換業務が終了しています。」に続く、「お急ぎの場合は、そのまま「１番」 をダイヤル願います。」
の案内メッセージに従って対応をお願いします。          

８－３２ 
Ｈ２６年１２月30日  

メッセージは最後まで
聞いてね！ 

鶏の死亡羽数の増加が、
比較的緩やかであったと
報告された例もあります。 

毎日の健康観察を一層慎重に、 
いつもと何か違うと感じること等 
あれば、すぐに通報してください。 

https://www.google.co.jp/url?q=http://www.misaki.rdy.jp/illust/doubutu/riku/small/sozaitext/nezu103.htm&sa=U&ei=jYBQU9yeA4n38QXjiIFg&ved=0CDIQ9QEwAg&usg=AFQjCNFSu3OVAjeGo9lds9nQdVBH1bnmjg


日本、韓国における高病原性鳥インフルエンザ 
（Ｈ５Ｎ８亜型）の発生状況（2014年1月～）         

鳥取県 

１１月鳥取市
カモ類糞便 

鹿児島県 

１１月出水市マナヅル 

１１月出水市環境試料 

１１月出水市ナベヅル 

１２月出水市ナベツル 

１２月出水市ナベツル        

：野鳥等 

宮崎県 
①１２月１６日  

 延岡市 

 鶏（種鶏）  

 4,000羽 

②１２月２８日  

 宮崎市 

 鶏（肉用）  

 42,000羽 

島根県 

１１月安来市
渡り鳥糞 

２０１４年（Ｈ２６年）１２月３０日現在 

熊本県 

４月１３日 
球磨郡 

鶏2農場 各
56,000羽 

千葉県 

１１月長生郡
カモ類糞 

岐阜県 

１２月可児市※
オシドリ 

韓国 
・１月１６日～７月２５日 

 ２１２件５４８農場 約１，３９７万羽 
 （鶏４４件、あひる１５９件、うずら等９件） 

・９月２４日～ 

 ３５件４１農場 約５３万羽 
 （鶏６件、あひる２７件、その他２件） 

：家きん 

飛騨家畜保健衛生所 
ＴＥＬ（０５７７）３３－１１１１  ＦＡＸ３２－９０１９ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ｃ２４５０８＠ｐｒｅｆ．ｇｉｆｕ．ｌｇ．ｊｐ 

http://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo-koyo/nogyo/kachikueisei/hidakaho/ 

山口県 

１２月３０日 
長門市 

鶏（種鶏） 
37,000羽 

※可児市での野鳥緊急調査チームの 

 調査結果 

・期間：１２月２３日～２５日 

・場所：回収地点周辺半径１０ｋｍ圏 

・内容：死亡野鳥、異常個体の有無等 

・結果：異常は確認されていません。 

・今後：監視重点区域で引き続き野鳥 

    の監視を実施します。 



主なチェック項目 

１ 家きんが感染する病気の予防や拡散の防止に関する情報を把握している。 

２ 衛生管理区域をはっきり分かるように設定している。 

３ 「部外者立入禁止」等の看板を設置して入場制限をしている。 

４ 立入る者の記帳などを張り紙などで周知し、入場記録として保管している。 

５ 出入口付近に立ち入る者用の消毒薬を設置している。 

６ 家きん舎の出入りする際に、手指、靴の洗浄・消毒を常設している。 

７ 専用の衣服や靴を設置し使用している。 

８ 立入るものは当日の行動歴や過去１週間以内の海外渡航歴を確認し、むや
みに立ち入らせないようにしている。 

９ 他の畜産施設などで使用したもので、直接、家きん、卵等に触れるようなも
のは洗浄または消毒している。 

１０ 持ち込む衣服や靴の過去２カ月以内の海外での使用歴を確認し、必要な場
合を除いて、持ち込ませないようにしている。 

１１ 給餌設備、飼料保管場所等に野生動物の排泄物の混入防止に必要な適切
な措置を講じている。 

１２ 飲用に適した水を給与している。 

１３ 侵入防止の柵や防鳥ネットなどの野生動物侵入防止対策を講じている。 

１４ 定期的に家きん舎の屋根や壁、防鳥ネットなどを点検し、破損個所を修繕し
ている。 

１５ ねずみや害虫の駆除に必要な措置を講じている。 

１６ 家きん舎や器具の清掃消毒を定期的に実施している。 

１７ 空になった家きん舎やケージの清掃・消毒をしている。 

１８ 適切な密度で飼育している。 

１９ 異状があった場合に家畜保健衛生所に連絡する体制を確保している。 

２０ 毎日、家きんの健康観察を行っている。 

２１ 防疫措置のための埋却、焼却などの処理の準備ができている。 

農場の衛生管理 チェック！ 


